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問
題
の
所
在

　

北
魏
の
曇
鸞
（
四
七
六
─
五
四
二
頃
）
は
、
世
親
の
『
浄
土
論
』（
以
下
『
論
』
と
す
る
）
を
註
釈
し
、『
往
生
論
註
』（
以
下

『
論
註
』
と
す
る
）
を
著
し
、
浄
土
教
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
論
理
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
諸
問
題
の
う
ち
、

「
法
身
」
と
「
浄
土
荘
厳
」
に
つ
い
て
は
、『
論
註
』「
巻
下
・
浄
入
願
心
章
」
に
語
ら
れ
て
い
る
。
当
稿
で
は
、
こ
の
「
法
身
」

と
「
浄
土
荘
厳
」
の
〝
関
係
〟
を
問
題
に
し
た
い
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
そ
の
問
題
と
な
る
箇
所
の
文
を
挙
げ
る
。

略
し
て
一
法
句
に
入
る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。
上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四

句
と
を
広
と
な
す
。
一
法
句
に
入
る
を
略
と
な
す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二

種
の
法
身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身

に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
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略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利
他
す
る
こ
と
あ

た
は
ざ
れ
ば
な
り（
１
）。

　

か
か
る
箇
所
で
、
曇
鸞
は
、
国
土
の
荘
厳
の
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
の
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
の
四
句
を
合
わ
せ
た
、
三
厳

二
十
九
種
の
荘
厳
を
「
広
」
と
し
、「
一
法
句
」
に
入
る
こ
と
を
「
略
」
と
明
か
し
、
な
ぜ
「
広
略
相
入
」
を
示
現
す
る
の
か
と

い
う
理
由
に
つ
い
て
、
諸
仏
・
菩
薩
に
「
法
性
法
身
」
と
「
方
便
法
身
」
の
二
種
の
法
身
を
説
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
二
法

身
の
関
係
を
、
由
生
由
出
・
不
一
不
異
（
相
即
）
と
明
か
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
根
拠
に
し
て
、「
広
略
」
の
相
入
を
語
っ
て
い
る
。

ゆ
え
に
、
曇
鸞
は
、
法
身
と
浄
土
荘
厳
の
関
係
を
、「
二
種
法
身
」
と
「
広
略
相
入
」
に
よ
っ
て
明
か
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
二
種
法
身
と
広
略
の
関
係
に
つ
い
て
、
後
に
詳
細
を
述
べ
る
が
、
先
行
研
究
で
は
「
法
性
法
身
＝
略
（
一
法
句
）」、「
方
便

法
身
＝
広
（
二
十
九
種
荘
厳
）」
と
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
曇
鸞
が
「
智
慧
」
と
「
方
便
」
の
関
係
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
、

『
論
註
』
の
「
名
義
摂
対
」
の
「
般
若
」
と
「
方
便
」
の
説
示
に
対
応
さ
せ
て
論
じ
、「
般
若
（
慧
）
＝
第
一
義
諦
＝
法
性
法
身
＝

略
」、「
方
便
（
智
）
＝
世
俗
諦
＝
方
便
法
身
＝
広
」
と
配
当
し
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
「
法
性
法
身
＝
略
」、「
方
便
法
身
＝
広
」

と
い
う
理
解
は
、
現
在
ほ
ぼ
定
説
と
さ
れ
て
い
る（
２
）。

　

そ
の
一
方
で
「
略
・
一
法
句
」
は
、「
二
種
法
身
」
を
内
包
す
る
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る（
３
）。
ゆ
え
に
、
両
説
を
統
合
す
る
と
、

「
略
」
＝
「
法
性
法
身
」
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、「
略
」
＝
「
法
性
法
身
・
方
便
法
身
」（
二
種
法
身
）
と
の
理
解
に
な
る
。
つ
ま

り
、「
法
性
法
身
＝
略
＝
二
種
法
身
」
と
い
う
図
式
に
よ
っ
て
、
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
よ
う
。
更
に
、
こ
の
「
法
性
法
身
＝
略
」・

「
略
＝
二
種
法
身
」
の
解
釈
は
、
法
性
法
身
が
〝
理
智
不
二
の
理
〟
で
あ
る
と
す
る
立
場
と
〝
理
智
冥
合
〟
で
あ
る
と
す
る
立
場（
４
）

と
を
生
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
性
法
身
は
、「
法
性
法
身
＝
略
」
を
重
視
し
て
解
釈
し
た
時
に
、〝
理
智
不
二
の
理
〟
と
な

り
、「
略
＝
二
種
法
身
」
を
重
視
し
て
考
察
し
た
時
に
、〝
理
智
冥
合
〟
と
な
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
略
＝

法
性
法
身
」・「
略
＝
法
性
法
身
・
方
便
法
身
」（
二
種
法
身
）
と
い
う
在
り
方
は
、
不
自
然
な
関
係
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
問
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題
に
つ
い
て
は
、
い
ま
ま
で
全
く
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
「
略
＝
法
性
法
身
」
の
理
解
自
体
が
、
当
然
と
さ
れ
て
き

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、
従
来
の
研
究
に
は
な
い
視
点
か
ら
こ
の
問

題
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
は
『
論
』
と
『
論
註
』
の
思
想
構
造
は
相
違
す
る
も
の
で
あ
り
、『
論
』
の
構
造
の
み
に
従
っ
て
『
論

註
』
を
解
釈
す
れ
ば
、
そ
の
『
論
註
』
理
解
に
齟
齬
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
し
て
筆
者
は
、
従
来
の

研
究
が
『
論
』
の
構
造
の
み
に
よ
っ
て
、『
論
註
』
を
把
握
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
曇
鸞
が
「
智
慧
」
と
「
方
便
」
に
つ
い
て
語
っ
た
、「
名
義
摂
対
」
に
あ
る
こ
と
は
拙
稿
の
論
文（
５
）に
示
し
た
通
り
だ

が
、
こ
の
「
名
義
摂
対
」
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
二
種
法
身
・
広
略
相
入
と
関
連
付
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、「
名
義
摂
対
」
に
み
ら
れ
る
『
論
』
と
『
論
註
』
の
思
想
構
造
の
相
違
を
基
底
と
し
な
が
ら
、「
二
種
法
身
」
と

「
広
略
」
の
〝
関
係
〟、
特
に
「
略
」
と
「
法
性
法
身
」
の
関
係
に
つ
い
て
再
考
し
て
み
た
い
。

一　
『
往
生
論
註
』
の
二
種
法
身
・
広
略
相
入
に
関
す
る
先
行
研
究

　

ま
ず
は
、『
論
註
』
の
二
種
法
身
説
と
広
略
相
入
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
江
戸
後
期
の
学
者
で

あ
る
香
月
院
深
励
師
（
一
七
四
九
─
一
八
一
七
）
は
、

　
　

二
法
身
の
不
離
を
以
て
一
法
句
二
十
九
種
の
広
略
相
入
を
述
べ
給
ふ
な
り
。

と
示
し
、
更
に
、

二
法
身
の
不
離
を
以
て
広
略
相
入
の
謂
れ
を
弁
じ
給
ふ
な
り
。
…
（
中
略
）
…
仏
身
は
法
性
法
身
の
性
を
全
う
じ
て
方
便
法

身
の
修
と
顕
は
る
る
か
ら
、
浄
土
の
荘
厳
も
一
法
句
の
略
を
全
う
じ
て
二
十
九
種
の
広
と
顕
は
れ
、
一
法
句
の
略
は
二
十
九
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種
の
広
へ
収
ま
り
入
り
て
仕
舞
う（
６
）。

と
述
べ
、
二
種
法
身
説
と
広
略
相
入
を
関
連
付
け
て
い
く
。
ゆ
え
に
、「
略
」
＝
法
性
法
身
、「
広
」
＝
方
便
法
身
と
し
て
理
解
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
二
種
法
身
に
つ
い
て
、

法
性
法
身
は
本
来
本
有
の
理
法
身
、
方
便
法
身
は
因
位
の
願
行
に
む
く
い
あ
ら
は
れ
た
る
修
得
顕
現
の
仏
身（
７
）

と
明
か
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
初
期
の
学
匠
で
あ
る
是
山
惠
覺
師
は
、

　
　

二
身
は
一
異
不
可
得
で
、
乃
ち
広
略
相
入
を
得
る
な
り（
８
）。

と
示
し
て
い
く
。
ゆ
え
に
、「
法
性
法
身
＝
略
」、「
方
便
法
身
＝
広
」
と
い
う
理
解
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「（
法
性
法
身
の
）
四

字
を
合
釋
す
れ
ば
、
法
性
は
是
れ
理
、
法
身
は
是
れ
智
」
と
し
、
更
に
、
方
便
法
身
に
つ
い
て
は
、「
悲
と
智
と
自
他
の
別
と
し

て
見
れ
ば
、
方
便
を
有
す
る
の
は
法
身
で
、
依
主
得
名
な
り（
９
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
法
性
法
身
が
「
理
智
不
二
の
理
」、

方
便
法
身
が
「
悲
智
不
二
の
悲
」
と
の
理
解
を
示
唆
し
て
い
く
。
ま
た
、
福
原
亮
厳
氏
は
、

⑴
法
性
法
身
と
、
⑵
方
便
法
身
と
は
如
何
な
る
意
味
に
お
い
て
対
目
を
為
す
か
と
い
う
こ
と
は
、
一
の
問
題
で
あ
る
。
ま
ず

⑴
は
（
イ
）
理
智
不
二
の
智
と
も
、（
ロ
）
理
智
不
二
の
理
と
も
解
し
う
る
が
、
…
（
中
略
）
…
た
だ
論
註
の
上
で
は
（
ロ
）

の
方
が
説
か
れ
る
と
み
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
次
に
⑵
は
悲
智
不
二
の
悲
を
い
う（

（（
（

。

と
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、
法
性
法
身
に
つ
い
て
は
、「
理
智
不
二
の
智
」
と
も
「
理
智
不
二
の
理
」
と
も
解
し
う
る
と
し
た
上
で
、

「
理
智
不
二
の
理
」
で
あ
る
と
示
し
、
方
便
法
身
に
つ
い
て
は
、「
悲
智
不
二
の
悲
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
山
口
益
氏
は
、

論
註
の
文
章
を
見
て
も
、
一
法
句
な
る
真
如
・
法
性
法
身
の
略
か
ら
、
二
十
九
種
荘
厳
な
る
方
便
法
身
の
広
を
生
じ
、
そ
の

広
な
る
方
便
法
身
に
よ
っ
て
、
ま
た
略
な
る
法
性
法
身
を
出
す
と
い
っ
て
、
そ
の
広
と
略
と
が
相
入
す
る
こ
と
を
述
べ
る（

（（
（

。

と
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
師（

（（
（

の
解
釈
を
整
理
し
て
い
く
と
、

　
　

法
性
法
身　

＝　

第
一
義
諦
（
真
諦
）　

＝　

理
智
不
二
の
理　

＝　

略
・
一
法
句

−56−−57−



　
　

方
便
法
身　

＝　

俗
諦
（
方
便
）　　
　

＝　

悲
智
不
二
の
悲　

＝　

広
・
二
十
九
種
荘
厳

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
先
行
研
究
に
対
し
、
藤
堂
恭
俊
氏
は
、「
名
義
摂
対
」
に
注
目
し
、「
智
」
＝
「
方
便
」、「
慧
」
＝
「
般
若
」
に
よ
っ
て
、

二
種
法
身
説
・
広
略
相
入
を
解
明
し
て
い
こ
う
と
す
る
。

入
一
法
句
な
る
略
（
法
性
法
身
）
は
所
謂
戯
論
の
止
滅
せ
る
無
知
─
無
分
別
性
を
指
す
点
で
慧
と
把
握
さ
れ
、
三
種
二
十
九

句
の
功
徳
荘
厳
な
る
広
（
方
便
法
身
）
は
分
別
の
世
界
に
は
た
ら
き
出
る
有
分
別
な
る
方
便
─
後
得
清
浄
世
間
智
を
指
す
点

で
智
と
把
握
さ
れ
る（

（（
（

。

と
示
し
、「
略
」
＝
「
法
性
法
身
」
＝
「
慧
」、「
広
」
＝
「
方
便
法
身
」
＝
「
智
」
と
明
か
す
。
更
に
、

入
一
法
句
な
る
略
（
法
性
法
身
）
の
智
的
展
開
が
広
（
方
便
法
身
）
な
る
三
種
二
十
九
句
と
い
う
荘
厳
功
徳
相
に
お
い
て
あ

ら
わ
れ
る（

（（
（

。

と
明
か
し
て
い
く
。
そ
し
て
、

略
と
規
定
さ
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
理
智
冥
合
、
つ
ま
り
自
内
証
と
し
て
の
法
性
法
身
が
、
人
間
の
世
界
に
向
っ
て
打
ち
た
て
た

荘
厳
功
徳
成
就
相
を
方
便
法
身
と
名
づ
け
、
そ
の
方
便
法
身
と
し
て
の
荘
厳
功
徳
成
就
の
相
は
、
願
生
者
を
そ
の
中
に
包
み

込
み
、
救
い
取
り
、
法
性
法
身
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
自
内
証
を
さ
と
ら
し
め
る
働
き
を
す
る（

（（
（

。

と
も
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
曽
根
宣
雄
氏
は
、

藤
堂
博
士
の
「
法
性
法
身
＝
理
智
冥
合
＝
法
性
の
理
を
証
得
し
た
仏
＝
阿
弥
陀
仏
の
智
慧
」「
方
便
法
身
＝
荘
厳
功
徳
成
就

相
＝
方
便
の
智
＝
浄
土
の
荘
厳
」
と
い
う
解
釈
が
極
め
て
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、

藤
堂
博
士
は
、
一
連
の
研
究
で
「
法
性
法
身
＝
内
証
・
方
便
法
身
＝
外
用
」
と
い
う
解
釈
を
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
正
し

−56−−57−



く
卓
見
で
あ
ろ
う
。
こ
の
指
摘
は
、
曇
鸞
教
学
を
理
解
す
る
上
で
有
益
の
み
な
ら
ず
、
法
然
の
説
く
「
内
証
・
外
用
」
が
曇

鸞
教
学
を
背
景
に
し
て
い
た
こ
と
や
、
二
身
論
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
も
あ
る
か
ら

で
あ
る（

（（
（

。

と
示
し
て
い
る
。
更
に
、

浄
土
宗
に
お
い
て
は
、
無
相
か
ら
有
相
（
荘
厳
）
へ
の
展
開
を
阿
弥
陀
仏
の
一
仏
身
上
に
お
け
る
証
得
（
内
証
）
と
救
済
作

用
（
外
用
）
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
…
（
中
略
）
…
そ
の
論
理
を
明
確
に
提
示
し
た
の
が
曇
鸞
で
あ
り
、
法
然
教
学
に
お
い

て
も
そ
の
論
理
は
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。

と
も
述
べ
て
、
曇
鸞
の
二
種
法
身
説
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の
藤
堂
・
曽
根
の
両
氏
の
理
解
を
図
示
す
れ
ば
、

　

法
性
法
身　

＝　

理
智
冥
合　
　
　
　

＝　

般
若
の
慧　

＝　

阿
弥
陀
仏
の
智
慧
（
内
証
）	

＝　

略

　

方
便
法
身　

＝　

荘
厳
功
徳
成
就
相　

＝　

方
便
の
智　

＝　

阿
弥
陀
仏
の
救
済
作
用
（
外
用
）	

＝　

広

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
先
学
に
お
い
て
、「
法
性
法
身
」
を
「
理
智
不
二
の
理
」
と
み
る
か
、「
理
智
冥
合
」
と
み

る
か
と
い
う
解
釈
上
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
ど
の
解
釈
を
見
て
も
、

　
「
略
」・「
一
法
句
」　　
　
　

＝　
「
法
性
法
身
」　

＝　

般
若
（
慧
）

　
「
広
」・「
二
十
九
種
荘
厳
」　

＝　
「
方
便
法
身
」　

＝　

方
便
（
智
）

と
い
う
二
種
の
枠
組
み
で
の
理
解
が
、
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
藤
堂
恭
俊
氏
は
、「
入
一
法
句
」
の
文
に

つ
い
て
、

独
自
な
二
身
説
を
創
設
し
、
二
十
九
種
の
荘
厳
相
す
べ
て
が
、
清
浄
な
る
一
法
句
に
収
ま
る
ゆ
え
ん
を
説
い
て
解
答
し
て
い

る
。
こ
の
二
身
説
の
表
現
は
抽
象
的
で
あ
る
か
ら
、
少
し
肉
づ
け
を
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
法
性
の
理
を
証
得
し
た
仏
（
＝

法
性
法
身
）
の
般
若
の
慧
は
、
必
然
的
に
展
開
し
て
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
向
か
っ
て
は
た
ら
き
を
す
る
方
便
の
智
を
含
み
、
利
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他
の
活
動
を
す
る
（
＝
方
便
法
身
）。
さ
ら
に
、
衆
生
に
向
け
ら
れ
た
利
他
の
は
た
ら
き
（
＝
方
便
法
身
）
は
、
そ
れ
を
享

受
し
た
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
、
法
性
の
理
を
証
得
せ
し
め
る
（
＝
法
性
法
身
）、
と
動
的
に
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

と
示
し
、「
法
性
法
身
」
＝
「
慧
」（
般
若
）
と
「
方
便
法
身
」
＝
「
智
」（
方
便
）
の
不
一
不
異
の
関
係
を
、「
一
法
句
」
の
内
容

と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
た
山
口
益
氏
も
、

「
法
性
法
身
に
よ
っ
て
方
便
法
身
を
生
じ
、
方
便
法
身
に
よ
っ
て
法
性
法
身
を
出
す
」
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
無
の
有
な

る
一
法
の
依
事
・
依
処
、
す
な
わ
ち
一
法
句
な
の
で
あ
る（

（（
（

。

と
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
「
法
性
法
身
」
と
「
方
便
法
身
」
の
由
生
由
出
・
不
一
不
異
が
、「
一
法
句
」（
一
法
の
句
）
の
内
容
と

し
て
理
解
で
き
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、「
略
＝
二
種
法
身
」
と
の
理
解
も
、
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

こ
で
、「
略
＝
法
性
法
身
」
と
す
る
解
釈
と
統
合
す
れ
ば
、「
略
＝
法
性
法
身
＝
二
種
法
身
」
と
な
り
、
非
常
に
、
不
自
然
な
関
係

と
な
る
と
い
え
よ
う
。
筆
者
は
、
こ
の
よ
う
な
不
自
然
な
理
解
が
生
じ
て
い
る
理
由
に
、『
論
』
と
『
論
註
』
の
思
想
構
造
の
相

違
に
対
す
る
不
認
識
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
思
想
構
造
の
相
違
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、
曇
鸞
が
「
智

慧
」
と
「
方
便
」
の
関
係
を
明
か
し
た
、『
論
註
』
の
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
で
あ
る
。
か
か
る
論
理
は
、
二
種
法
身
・
広
略
相

入
と
関
連
付
け
て
理
解
で
き
る
。
次
に
、
そ
の
論
理
を
示
し
た
い
。

二　
『
往
生
論
註
』
の
「
名
義
摂
対
」
の
論
理

　

こ
こ
で
は
、
曇
鸞
が
「
智
慧
」
と
「
方
便
」
の
関
係
を
語
っ
た
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
に
つ
い
て
明
か
し
て
お
き
た
い
。
こ
の

論
理
が
明
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、『
論
』
の
「
智
慧
」「
慈
悲
」「
方
便
」
の
三
種
門
と
「
般
若
」
の
関
係
を
、
再
解
釈
し
て
い
る
部
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分
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
詳
細
は
別
稿
に
論
じ
て
お
り（

（（
（

、
当
稿
で
は
、
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
『
論
』
と
『
論
註
』
で
は
、「
般
若
」
と
「
智
慧
」
等
の
三
種
門
に
関
す
る
理
解
に
相
違
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で

は
、『
論
』
と
『
論
註
』
を
一
致
さ
せ
て
、
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
論
じ
て
い
る
。
ま
ず
、『
論
』
の
文
言
で
は
、

名
義
摂
対
と
は
、
向
に
説
く
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
の
三
種
の
門
は
般
若
を
摂
取
し
、
般
若
は
方
便
を
摂
取
す
、
知
る
べ

し（
（（
（

。

と
な
っ
て
お
り
、
智
慧
・
慈
悲
・
方
便
の
三
種
門
が
「
方
便
」
に
収
ま
り
、「
方
便
」（
智
慧
等
の
三
種
門
）
と
「
般
若
」
が
互
い

に
摂
取
し
合
う
関
係
を
明
か
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
異
論
は
な
く
、
筆
者
も
同
様
に
理
解
し
て

い
る
。
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
『
論
』
の
説
示
に
対
す
る
曇
鸞
の
釈
文
で
あ
る
。
曇
鸞
は
、
先
の
『
論
』
の
文
言
を
、『
論
註
』

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
明
か
し
て
い
る
。

「
般
若
」
と
い
ふ
は
、
如
に
達
す
る
慧
の
名
な
り
。「
方
便
」
と
い
ふ
は
、
権
に
通
ず
る
智
の
称
な
り
。
如
に
達
す
れ
ば
す
な

は
ち
心
行
寂
滅
な
り
。
権
に
通
ず
れ
ば
す
な
は
ち
つ
ぶ
さ
に
衆
機
を
省
み
る
。
機
を
省
み
る
智
、
つ
ぶ
さ
に
応
じ
て
し
か
も

無
知
な
り
。
寂
滅
の
慧
、
ま
た
無
知
に
し
て
つ
ぶ
さ
に
省
み
る
。（
①
の
箇
所
と
す
る
）

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
智
慧
と
方
便
と
あ
ひ
縁
じ
て
動
じ
、
あ
ひ
縁
じ
て
静
な
り
。
動
の
静
を
失
せ
ざ
る
こ
と
は
智
慧
の
功
な

り
。
静
の
動
を
廃
せ
ざ
る
こ
と
は
方
便
の
力
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
智
慧
と
慈
悲
と
方
便
と
は
般
若
を
摂
取
し
、
般
若
は
方
便

を
摂
取
す
。「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ
は
、
い
は
く
、
智
慧
と
方
便
と
は
こ
れ
菩
薩
の
父
母
な
り
。
も
し
智
慧
と
方
便
と
に
よ

ら
ず
は
、
菩
薩
の
法
、
す
な
は
ち
成
就
せ
ず
と
知
る
べ
し
と
な
り
。
な
に
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
も
し
智
慧
な
く
し
て
衆
生

の
た
め
に
す
る
時
は
、
す
な
は
ち
顛
倒
に
堕
す
。
も
し
方
便
な
く
し
て
法
性
を
観
ず
る
時
は
、
す
な
は
ち
実
際
を
証
す
。
こ

の
ゆ
ゑ
に
「
知
る
べ
し
」
と
い
ふ（

（（
（

。（
②
の
箇
所
と
す
る
）

　

こ
の
説
示
に
よ
っ
て
、
曇
鸞
は
、「
智
慧
」
等
の
三
種
門
と
「
般
若
」
の
関
係
を
明
か
し
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、『
論
』
当
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面
と
同
様
に
考
え
、「
智
慧
」
等
の
三
種
門
が
「
方
便
」
に
収
ま
り
、「
方
便
」（
三
種
門
）
と
「
般
若
」
が
互
い
に
摂
取
し
合
う

と
理
解
す
る
。
そ
し
て
曇
鸞
の
「
智
慧
」
は
、「
般
若
」
に
相
待
す
る
説
示
の
場
合
は
「
方
便
」
を
意
味
し
、「
方
便
」
に
相
待

す
る
場
合
は
「
般
若
」
を
意
味
す
る
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
曇
鸞
の
明
か
す
「
智
慧
」
は
、「
方
便
」
の
場
合
と
「
般
若
」
の

場
合
と
が
あ
り
、
一
定
し
て
い
な
い
と
考
察
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
、
曇
鸞
の
「
智
・
慧
」
の
解
釈
は
一
定
し
て

い
る
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
は
、
曇
鸞
が
「
智
・
慧
」
を
、
①
の
箇
所
に
、
一
貫
し
て
「
智
」
と
「
慧
」
に
分
離
し
、「
方
便
」

と
「
般
若
」
に
配
釈
し
た
（「
障
菩
提
門
」
も
同
様
で
あ
る（

（（
（

）
上
で
、
②
の
箇
所
に
お
い
て
、「
智
・
慧
」
と
「
方
便
」
の
関
係
を

語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
智
」
即
「
慧
」
の
「
智
・
慧
」
と
「
方
便
」
が
、
相
摂
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
か
す
文
で
あ
る

と
理
解
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
曇
鸞
の
場
合
は
、「
智
慧
門
」
に
よ
っ
て
「
智
慧
等
の
三
種
門
は
般
若
を
摂
取
、
般
若

は
方
便
を
摂
取
」
す
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
曇
鸞
の
「
智
・
慧
」
の
理
解
は
、
一
定

し
て
く
る
。

　

か
か
る
「
名
義
摂
対
」
に
示
さ
れ
た
、
曇
鸞
の
「
智
（
方
便
）・
慧
（
般
若
）」
と
「
方
便
」
の
説
示
は
、「
方
便
」
と
「
般
若
」

の
関
係
に
お
け
る
距
離
を
表
わ
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
、「
方
便
」（
智
・
名
）
と
「
般
若
」（
慧
・
義
）
の
距
離
が

〝
摂
〟（
即
し
て
い
る
状
態
）
の
場
合
を
「
智
慧
」
と
示
し
、「
方
便
」
と
「
般
若
」
の
距
離
が
〝
対
〟（
離
れ
て
い
る
状
態
）
の
場
合

を
「
方
便
」
と
説
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
方
便
」
を
「
動
」
と
捉
え
、「
方
便
」
は
「
般
若
」
と
即
し
、
ま
た
、
対
す
る
も
の

と
し
て
も
明
か
さ
れ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、「
般
若
」（
真
諦
）
と
「
方
便
」（
俗
諦
）
の
二
種
に
加
え
て
、「
般
若
」（
慧
）
と
「
方
便
」

（
智
）
の
関
係
が
即
し
て
い
る
「
智
慧
」（
二
諦
相
即
）
と
い
う
概
念
が
、
別
示
し
て
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

右
述
に
よ
り
、『
論
』
の
思
想
構
造
は
、
⒜
般
若
・
真
諦
と
⒝
方
便
・
俗
諦
の
二
種
の
概
念
グ
ル
ー
プ
の
関
係
に
よ
っ
て
把
握

で
き
る
の
に
対
し
、
曇
鸞
の
思
想
構
造
は
、
⒜
般
若
・
真
諦
と
⒝
方
便
・
俗
諦
と
⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
の
三
種
の
概
念
グ
ル
ー
プ

の
関
係
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
は
、
曇
鸞
の
「
智
慧
」
の
概
念
を
、『
論
』
の
構
造
に
よ
っ
て
理
解
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し
、
⒜
般
若
か
⒝
方
便
か
と
い
う
二
種
に
配
当
し
て
、
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
曇
鸞
の
「
智
慧
」
の
理
解
は
一
定
し
て
い

な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
の
概
念
グ
ル
ー
プ
を
設
定
す
る
こ
と
で
、
曇
鸞
の

「
智
慧
」
の
理
解
は
一
定
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
Ａ
説
と
し
、
筆
者
を
Ｂ
説
と
し
、
そ
の
相
違
を

図
示
す
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

ⅰ　
『
論
』
の
説
示

ⅱ　

Ａ
説
の
『
論
註
』
理
解
（『
論
』
と
共
通
）

ⅲ　

Ｂ
説
の
『
論
註
』
の
理
解
（『
論
』
と
相
違
）

⒞
智
慧
（
二
諦
相
即
）

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）

 

〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

⒜般若
（智慧）

⒝方便
（智慧）

⒜般若
（智慧・真諦）

⒝方便
（智慧・俗諦）

⒜般若
（慧・真諦）

⒝方便
（智・俗諦）

⒝方便
（智・俗諦）

相　

摂

相　

摂

相　

摂

即
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Ａ
説
は
、
曇
鸞
の
「
智
・
慧
」
の
概
念
を
、「
⒜
般
若
（
真
諦
・
無
相
）」
と
「
⒝
方
便
（
俗
諦
・
有
相
）」
の
ど
ち
ら
か
に
一

方
に
配
当
し
て
考
察
し
て
い
る
。
先
行
研
究
の
二
種
法
身
・
広
略
相
入
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
概
念
関
係
を
二
種
に
分
け
る
Ａ
説

に
立
っ
て
、
理
解
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
、「
般
若
（
慧
）
＝
真
諦
＝
法
性
法
身
＝
略
」、「
方
便
（
智
）
＝
俗
諦
＝
方

便
法
身
＝
広
」
と
配
当
し
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
の
Ｂ
説
は
、
曇
鸞
思
想
が
、「
⒜
般
若
（
無
相
・
真

諦
）」
と
「
⒝
方
便
（
有
相
・
俗
諦
）」
と
「
⒞
智
慧
（
相
即
無
相
・
二
諦
相
即
）」
の
三
種
に
、
概
念
グ
ル
ー
プ
を
明
確
に
分
け

て
説
示
し
て
い
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
Ｂ
説
に
立
つ
こ
と
で
、
法
身
と
浄
土
荘
厳
の
関
係
、
つ
ま
り
二
種
法
身
と
広
略

ⅰ　
『
論
』
の
説
示

ⅱ　

Ａ
説
の
『
論
註
』
理
解
（『
論
』
と
共
通
）

ⅲ　

Ｂ
説
の
『
論
註
』
の
理
解
（『
論
』
と
相
違
）

⒞
智
慧
（
二
諦
相
即
）

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）

 

〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

⒜般若
（智慧）

⒝方便
（智慧）

⒜般若
（智慧・真諦）

⒝方便
（智慧・俗諦）

⒜般若
（慧・真諦）

⒝方便
（智・俗諦）

⒝方便
（智・俗諦）

相　

摂

相　

摂

相　

摂

即
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の
関
係
に
つ
い
て
の
不
整
合
の
問
題
（
略
＝
法
性
法
身
＝
二
種
法
身
）
を
解
決
し
た
い
。
そ
こ
で
、
以
下
の
考
察
に
お
い
て
も
、

⒜
・
⒝
・
⒞
の
三
種
に
分
類
し
な
が
ら
、
論
を
展
開
し
た
い
と
思
う
。

　

三　
『
往
生
論
註
』
の
「
略
」（
一
法
句
）
の
理
解

　

そ
れ
で
は
、
二
種
法
身
と
広
略
の
関
係
を
考
察
す
る
た
め
に
、
次
に
、「
略
・
一
法
句
」
に
つ
い
て
、
論
じ
て
お
き
た
い
。
曇

鸞
の
「
一
法
句
」（
略
）
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
「
第
一
義
諦
」
の
解
釈
、
も
う
一
つ
は

「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
一
法
句
」
と
同
義
と
さ
れ
る（

（（
（

。

　

ま
ず
は
、
曇
鸞
の
「
第
一
義
諦
」
の
解
釈
を
、
明
か
し
て
み
た
い
。
か
か
る
箇
所
は
、『
論
註
』
巻
下
・
観
察
体
相
章
・
入
第

一
義
諦
に
、

入
第
一
義
諦
と
は
、
か
の
無
量
寿
仏
国
土
の
荘
厳
は
第
一
義
諦
妙
境
界
相
な
り
。
十
六
句
お
よ
び
一
句
次
第
し
て
説
け
り
、

知
る
べ
し
。「
第
一
義
諦
」
と
は
仏
の
因
縁
法
な
り
。
こ
の
「
諦
」
は
こ
れ
境
の
義
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
荘
厳
等
の
十
六
句

を
称
し
て
「
妙
境
界
相
」
と
な
す
。
こ
の
義
、
入
一
法
句
の
文
に
至
り
て
ま
さ
に
さ
ら
に
解
釈
す
べ
し（

（（
（

。

と
語
ら
れ
て
い
る
。『
浄
土
論
』
当
面
で
は
、「
無
量
寿
仏
国
土
の
荘
厳
」
は
、
第
一
義
諦
の
妙
境
界
相
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、「
第
一
義
諦
」
＝
「
⒜
真
諦
・
無
相
」、「
妙
境
界
相
」
＝
「
⒝
俗
諦
・
有
相
」
の
二
種
の
グ
ル
ー
プ
に
分
類
し
て
理
解
で

き
よ
う
。
し
か
し
曇
鸞
は
、
こ
の
箇
所
で
、「
一
法
句
」
と
同
義
に
理
解
で
き
る
「
第
一
義
諦
」
を
「
仏
因
縁
法
」
で
あ
り
、
更

に
「
諦
」
を
「
境
義
」（
⒝
有
相
・
智
）
で
あ
る
と
示
す
こ
と
で
、「
第
一
義
諦
」
に
、「
諦
」
と
い
う
「
⒝
方
便
・
有
相
」
を
包

摂
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
曇
鸞
の
示
す
「
第
一
義
諦
」
は
、「
⒞
二
諦
相
即
（
智
慧
・
相
即
無
相
）」
を
意
味
し
て
い
る
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も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う（

（（
（

。

　

右
述
に
よ
り
、
曇
鸞
の
「
智
・
慧
」
の
理
解
な
ら
び
に
「
第
一
義
・
諦
」
の
解
釈
か
ら
、
曇
鸞
の
思
想
は
、「
⒜
無
相
（
般

若
・
真
諦
）」・「
⒝
有
相
（
方
便
・
俗
諦
）」
の
二
種
類
の
み
で
は
な
く
、「
⒜
無
相
」・「
⒝
有
相
」・「
⒞
相
即
無
相
（
智
慧
・
二

諦
相
即
）」
の
三
種
類
に
よ
っ
て
把
握
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
仮
に
そ
う
で
あ
れ
ば
、
曇
鸞
の
「
法
身
」
と
い
う
言
葉

は
、「
⒜
無
相
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、「
⒞
相
即
無
相
」
に
分
類
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
曇
鸞
は
、
僧

肇
（
肇
公
）
を
引
用
し
、「
肇
公
（『
注
維
摩
経
』）
の
い
は
く
、「
法
身
は
像
な
く
し
て
殊
形
並
び
応
じ
、
至
韻
は
言
な
く
し
て
玄

籍
弥
く
布
け
り
。
冥
権
謀
な
く
し
て
、
動
じ
て
事
と
会
ふ
。」
と
。
け
だ
し
こ
の
意
な
り（

（（
（

。」
と
示
し
、「
法
身
」
の
〝
⒞
相
即
無

相
〟
を
明
か
し
て
い
る
。
仮
に
、「
法
身
」
が
「
⒞
相
即
無
相
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、「
法
性
法
身
＝
⒜
無
相
の
法
身
」
で
あ
り
、

「
⒜
無
相
」
と
「
⒝
有
相
」
の
二
種
の
法
身
を
収
め
る
「
⒞
略
（
無
相
即
相
）
＝
二
種
法
身
」
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、

「
⒜
法
性
法
身
」
が
〝
理
智
不
二
の
理
〟、「
⒞
略
」
が
二
種
法
身
を
収
め
る
〝
理
智
冥
合
〟
と
解
釈
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で

曇
鸞
の
「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」（
一
法
句
と
同
義
）
の
解
釈
か
ら
、「
法
身
＝
⒞
相
即
無
相
」、「
法
性
法
身
＝
⒜
無
相
」
を
論

証
し
て
み
た
い
。

　

曇
鸞
の
「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
の
解
釈
は
、「
問
題
の
所
在
」
に
示
し
た
「
二
種
法
身
・
広
略
相
入
」
の
文
の
直
後
の
箇

所
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、「
二
種
法
身
」
と
「
広
略
」
の
〝
関
係
〟
を
踏
ま
え
て
、
語
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
そ

の
文
を
、
次
に
示
し
て
お
き
た
い
。

一
法
句
と
い
ふ
は
い
は
く
、
清
浄
句
な
り
。
清
浄
句
と
い
ふ
は
い
は
く
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。
こ
の
三

句
は
展
転
し
て
相
入
す
。
な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
、
こ
れ
を
名
づ
け
て
法
と
な
す
。
清
浄
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。
な
ん
の

義
に
よ
り
て
か
、
名
づ
け
て
清
浄
と
な
す
。
真
実
智
慧
無
為
法
身
な
る
を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。（
①
の
箇
所
と
す
る
）

「
真
実
智
慧
」
と
は
、
実
相
の
智
慧
な
り
。
実
相
は
無
相
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
真
智
は
無
知
な
り
。「
無
為
法
身
」
と
は
法
性
身
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な
り
。
法
性
は
寂
滅
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
法
身
は
無
相
な
り
。
無
相
の
ゆ
ゑ
に
よ
く
相
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
相
好

荘
厳
は
す
な
は
ち
法
身
な
り
。  

無
知
の
ゆ
ゑ
に
よ
く
知
ら
ざ
る
は
な
し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
一
切
種
智
は
す
な
は
ち
真
実
の
智

慧
な
り
。（
②
の
箇
所
と
す
る
。
傍
線
と
波
線
は
引
用
者
に
よ
る
。）

真
実
を
も
つ
て
智
慧
に
目
く
る
こ
と
は
、
智
慧
は
作
に
あ
ら
ず
、
非
作
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
無
為
を
も
つ
て

法
身
を
標
す
こ
と
は
、
法
身
は
色
に
あ
ら
ず
、
非
色
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
非
を
非
す
る
は
、
あ
に
非
を
非
す

る
の
よ
く
是
な
ら
ん
や
。
け
だ
し
非
を
無
み
す
る
、
こ
れ
を
是
と
い
ふ
。
み
づ
か
ら
是
に
し
て
待
す
る
こ
と
な
き
も
、
ま
た

是
に
あ
ら
ず
。
是
に
あ
ら
ず
、
非
に
あ
ら
ず
、
百
非
の
喩
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
清
浄
句
と
い
ふ
。「
清
浄
句
」

と
は
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
を
い
ふ
な
り（

（（
（

。（
③
の
箇
所
と
す
る
）

　

こ
の
箇
所
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
、「
一
法
句
」（
略
）
と
「
清
浄
句
」
と
「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
の
三
句
が
展
転
し

て
相
入
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
三
句
は
同
義
で
あ
り
、
な
お
か
つ
、「
一
法
句
」（
略
）
は
「
法
性
法
身
」
と
も
同
義

で
あ
る
と
示
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
、
筆
者
は
、「
一
法
句
」「
清
浄
句
」「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
は
「
展
転
相
入
」
で
あ
る

か
ら
同
義
と
い
え
る
が
、「
法
性
法
身
」
と
同
義
で
は
な
い
と
考
え
る
。
更
に
、
結
論
を
先
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
筆
者
は
、
曇
鸞

が
「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
の
解
釈
に
お
い
て
、「
⒜
無
相
」・「
⒝
有
相
」・「
⒞
相
即
無
相
」
の
三
種
の
概
念
グ
ル
ー
プ
を
示

し
、「
真
実
」・「
智
慧
」・「
無
為
」・「
法
身
」
の
語
を
、「
⒜
無
相
」
と
「
⒞
相
即
無
相
」
に
配
当
し
て
い
く
と
考
察
す
る
の
で
あ

る
。
以
下
に
、
こ
れ
を
明
か
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
曇
鸞
は
、
先
の
文
の
①
の
箇
所
に
お
い
て
、「
一
法
句
」
に
つ
い
て
、「
い
か
な
る
義
（
意
味
）
に
よ
っ
て
法
と
名
づ
け
る

の
か
」
と
設
問
し
、「
清
浄
」
で
あ
る
か
ら
と
答
え
る
。
更
に
、「
い
か
な
る
義
に
よ
っ
て
清
浄
と
名
づ
け
る
の
か
」
の
問
い
を
設

け
て
、「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
に
つ
い
て
、
②

と
③
の
箇
所
に
明
か
し
て
い
く
。
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ま
ず
、
②
の
箇
所
の
傍
線
部
に
、
曇
鸞
は
、「
真
実
・
智
慧
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
そ
の
文
に
よ
れ
ば
、「
⒜
真
実
」
の

「
⒞
智
慧
」
が
、「
⒜
実
相
」
の
「
⒞
智
慧
」
で
あ
る
と
示
し
た
上
で
、「
⒜
実
相
（
真
実
）」
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
し
て

「
⒜
実
相
」
と
は
「
⒜
無
相
」
で
あ
る
か
ら
、「
⒜
真
実
智
（
真
智
）」
は
「
⒜
無
知
」
で
あ
る
と
述
べ
る
。
続
い
て
、「
無
為
法

身
」（
波
線
部
の
箇
所
）
を
解
説
し
た
後
に
、
今
度
は
、
そ
の
「
⒜
無
知
」
に
つ
い
て
説
示
し
て
い
く
。
曇
鸞
は
、
こ
の
箇
所
で
、

「
⒜
無
知
（
無
相
・
実
相
）」
で
あ
る
か
ら
、「
⒝
無
不
知
（
有
相
）」
で
あ
る
の
で
、「
⒝
一
切
種
智
」
は
、「
⒜
真
実
（
実
相
・
無

相
・
無
知
）」
の
「
⒞
智
慧
（
無
知
即
無
不
知
・
相
即
無
相
）」
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
波
線
部
に
お
い
て
、
曇
鸞
は
、「
無
為
・
法
身
」
を
論
じ
て
い
る
。
そ
の
文
に
よ
れ
ば
、「
⒜
無
為
」
の
「
⒞
法
身
」

が
、「
⒜
法
性
」
の
「
⒞
法
身
」
で
あ
る
と
示
す
。
そ
の
上
で
、「
⒜
法
性
（
無
為
）」
が
「
⒜
寂
滅
」
で
あ
る
か
ら
、「
⒞
法
身
」

は
「
⒜
無
相
（
法
性
・
無
為
・
寂
滅
）」
で
あ
り
、「
⒜
無
相
」
の
故
に
、「
⒝
無
不
相
」
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。
こ
れ
を
根

拠
と
し
、「
⒝
相
好
荘
厳
（
広
・
有
相
）」
は
、〝
法
身
〟
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
⒝
相
好
荘
厳
」
を
、〝
法
身
〟
と

明
か
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
か
か
る
②
の
箇
所
で
、
曇
鸞
は
、
傍
線
部
の
「
真
実
智
慧
」
の
解
釈
に
お
い
て

は
、「
⒝
一
切
種
智
」
を
「
⒞
真
実
智
慧
」
と
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
波
線
部
の
「
無
為
法
身
」
の
解
釈
に
お
い
て
は
、「
⒝
相
好

荘
厳
」（
有
相
・
広
）
を
「
⒜
無
為
法
身
（
法
性
法
身（

（（
（

）」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
、〝
法
身
〟
で
あ
る
と
明
か
し
て
い
る
。

ゆ
え
に
、「
⒜
法
性
法
身
」
と
は
あ
く
ま
で
「
⒜
無
相
」
に
分
類
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、「
⒝
相
好
荘
厳
（
有
相
）」
を
包
摂
し
て

理
解
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
、
こ
こ
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、「
法
身
」
に
つ
い
て
は
、「
⒞
相
即
無
相
」
に
分

類
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
⒝
相
好
荘
厳
（
広
・
有
相
）」
を
包
摂
し
て
理
解
で
き
る
と
明
か
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

右
の
よ
う
に
、
曇
鸞
は
、「
真
実
・
智
慧
」
と
「
無
為
・
法
身
」
の
二
つ
を
釈
示
し
た
上
で
、
改
め
て
〝
智
慧
〟
と
〝
法
身
〟

に
つ
い
て
、
解
説
し
て
い
く
。
そ
れ
が
③
の
箇
所
で
あ
る
。
ま
ず
曇
鸞
は
、「
智
慧
」
に
つ
い
て
、「
⒜
真
実
（
無
相
）」
を
も
っ

て
「
⒞
智
慧
（
無
相
即
相
）」
に
な
づ
け
る
こ
と
は
、「
⒞
智
慧
」
が
「
⒜
非
作
（
無
相
）」
で
あ
り
、
且
つ
「
⒝
非
非
作
（
有
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相
）」
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
や
は
り
、「
智
慧
」
は
「
⒞
相
即
無
相
」
に
分
類
し
て
い
る
。
次

に
、「
法
身
」
に
つ
い
て
、「
⒜
無
為
（
無
相
）」
を
も
っ
て
「
⒞
法
身
」
を
明
か
す
こ
と
は
、「
⒜
非
色
（
無
相
）」
で
あ
り
、
且

つ
「
⒝
非
非
色
（
有
相
）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、〝
法
身
〟
を
、「
⒞
相
即
無
相
」
に
分
類
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
以
上
の
『
論
』
と
『
論
註
』
の
説
示
内
容
を
、
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

ⅰ　
『
論
』
の
思
想
構
造

ⅱ　
『
論
註
』
の
思
想
構
造
（「
真
実
・
智
慧
・
無
為
・
法
身
」
を
、⒜
と
⒞
に
配
当
す
る
立
場
）

ⅱ　
『
論
註
』
の
思
想
構
造
（「
真
実
・
智
慧
・
無
為
・
法
身
」
を
、⒜
と
⒞
に
配
当
す
る
立
場
）

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒜
慧
・
般
若

法
性
・
真
実

無
為

（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

 
〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

一法  ＝  清浄
⒜般若・智慧

句
⒝方便・智慧

⒝
智
・
方
便

句
・
諦

二
十
九
種
荘
厳

　
　
（
広
）

⒝
方
便

妙
境
界
相

　
（
広
）

相　

摂

相 

入

即

真実智慧無為法身

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）
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右
述
よ
り
、
曇
鸞
は
、『
論
』
で
は
一
つ
の
用
語
で
あ
っ
た
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
の
語
を
、
ま
ず
「
真
実
智
慧
」・「
無
為

法
身
」
に
分
配
し
て
解
説
し
、
そ
の
解
説
に
お
い
て
、「
真
実
」
と
「
智
慧
」、「
無
為
」（
法
性
）
と
「
法
身
」
の
意
味
を
明
か
し

て
い
る
。
そ
し
て
「
真
実
・
無
為
・
法
性
」
は
ど
こ
ま
で
も
〝
⒜
無
相
〟
に
分
類
し
て
い
る
が
、「
智
慧
・
法
身
」
は
〝
⒞
相
即

無
相
〟
に
分
類
し
て
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
曇
鸞
の
「
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
」
は
、〝
⒞
相
即
無
相
〟
に
分
類
す
べ
き
も
の

で
あ
る
か
ら
、「
略
」（
一
法
句
・
清
浄
句
・
真
実
智
慧
無
為
法
身
）
は
、〝
⒞
相
即
無
相
〟
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、「
略
＝
法
身
」（
⒞
相
即
無
相
・
智
慧
）
で
あ
っ
て
、「
略
」（
⒞
相
即
無
相
・
智
慧
）
＝
「
法
性
法
身
」（
⒜
無
相
・

般
若
）
で
は
な
い
と
い
う
可
能
性
が
生
ま
れ
て
こ
よ
う
。
仮
に
、「
⒞
略
＝
法
身
」
と
規
定
し
た
場
合
、
二
種
法
身
と
広
略
の
関

係
は
、
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

ⅰ　
『
論
』
の
思
想
構
造

ⅱ　
『
論
註
』
の
思
想
構
造
（「
真
実
・
智
慧
・
無
為
・
法
身
」
を
、⒜
と
⒞
に
配
当
す
る
立
場
）

ⅱ　
『
論
註
』
の
思
想
構
造
（「
真
実
・
智
慧
・
無
為
・
法
身
」
を
、⒜
と
⒞
に
配
当
す
る
立
場
）

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒜
慧
・
般
若

法
性
・
真
実

無
為

（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

 

〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

一法  ＝  清浄
⒜般若・智慧

句
⒝方便・智慧

⒝
智
・
方
便

句
・
諦

二
十
九
種
荘
厳

　
　
（
広
）

⒝
方
便

妙
境
界
相

　
（
広
）

相　

摂

相 

入

即

真実智慧無為法身

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）
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四
、『
往
生
論
註
』
の
二
種
法
身
と
広
略
の
関
係

　

最
後
に
、
二
種
法
身
と
広
略
の
〝
関
係
〟
を
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
に
照
ら
し
つ
つ
、
明
か
し
て
み
た
い
。
結
論
を
先
取
り

す
れ
ば
、
筆
者
は
、「
法
身
」・「
略
」
が
〝
⒞
相
即
無
相
〟（
名
義
摂
対
の
場
合
、「
智
慧
」）
で
あ
り
、「
法
性
法
身
」
が
「
法
身
」

の
〝
⒜
無
相
的
側
面
〟（「
慧
」・「
般
若
」）、「
方
便
法
身
」
が
「
法
身
」
の
〝
⒝
有
相
的
側
面
〟（「
智
」・「
方
便
」）、「
広
」
が
「
⒞

略
（
相
即
無
相
・
智
慧
）」
に
相
待
す
る
〝
⒝
方
便
・
有
相
〟（
名
義
摂
対
の
場
合
、「
智
慧
」
に
対
す
る
「
方
便
」）
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
以
下
に
、
明
か
し
て
い
き
た
い
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
な
す
。
…
（
中
略
）
…
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ

広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
。

　

こ
の
箇
所
で
曇
鸞
は
、「
⒝
広
」（
三
厳
二
十
九
種
荘
厳
・
有
相
・
方
便
）
と
「
⒞
略
」（
入
一
法
句
・
無
相
即
相
・
智
慧
）
が
な

ぜ
相
入
す
る
の
か
を
問
い
、「
⒝
広
」
と
「
⒞
略
」
が
相
入
す
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
、「
⒞
一
法
句
」
に
入
る
（
略
の
）
諸
仏
・

菩
薩
の
〝
⒞
法
身
〟
を
明
か
す
。

一
に
は
法
性
の
法
身
、
二
に
は
方
便
の
法
身
な
り
。
法
性
の
法
身
に
よ
り
て
方
便
の
法
身
を
生
ず
。
方
便
の
法
身
に
よ
り
て

法
性
の
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ

る
。）

　

曇
鸞
は
こ
こ
で
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
を
提
示
し
、「
⒞
法
身
（
⒝
智
と
⒜
慧
）」
に
お
け
る
二
側
面
を
語
っ
て
い
る
。

ま
ず
一
つ
は
「
⒜
法
性
・
無
相
（
慧
・
般
若
）」
の
法
身
、
二
つ
目
は
「
⒝
方
便
・
有
相
（
智
・
方
便
）」
の
法
身
で
あ
る
。
そ

し
て
、「
⒜
無
相
」
の
法
身
と
「
⒝
有
相
」
の
法
身
の
由
生
由
出
を
示
し
、「
⒞
法
身
（
相
即
無
相
）」
に
お
け
る
「
⒜
無
相
（
法
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性
）」
と
「
⒝
有
相
（
方
便
）」
は
、
不
一
不
異
・
相
即
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
⒞
法
身
（
智
慧
）」
の
内
実
に
あ
る
「
⒜
法

性
の
法
身
（「
智
慧
」
の
慧
）」
と
「
⒝
方
便
の
法
身
（「
智
慧
」
の
智
）」
の
関
係
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利

他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ば
な
り（

（（
（

。

と
述
べ
て
い
る
。
ゆ
え
に
、「
⒞
略
（
智
慧
）」
の
内
実
に
あ
る
二
種
の
法
身
（
⒝
智
と
⒜
慧
）
の
相
即
関
係
を
根
拠
に
し
て
、

「
⒝
広
（
方
便
）」
と
「
⒞
略
（
相
即
無
相
）」
の
相
入
を
説
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
す
べ
て
、「
⒞
一
法
句
（
法（

（（
（

・
智

慧
）」
に
収
ま
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
に
し
て
、
曇
鸞
は
、「
智
慧
」
と
「
方
便
」
に
つ
い
て
語
る
「
名
義
摂

対
」
の
論
理
に
お
い
て
も
、「
⒝
智
（
方
便
）」
即
「
⒜
慧
（
法
性
）」
の
「
⒞
智
慧
（
法
身
）」
を
説
示
し
た
上
で
、「
⒞
智
・
慧
」

（
略
・
法
身
）
と
「
⒝
方
便
」（
広
）
の
相
即
（
相
摂
・
相
入
）
の
関
係
を
明
か
し
、
そ
れ
ら
が
全
て
「
⒞
智
慧
」（
略
・
法
身
）
に

収
ま
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
曇
鸞
は
、
菩
薩
が
も
し
「
⒝
広
」（
有
相
・
方
便
）
と
「
⒞
略
」（
相
即
無
相
・
智
慧
）

の
相
入
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
自
利
利
他
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。「
名
義
摂
対
」
に
お
い
て
も
、「
⒞
智
慧
」（
略
・

相
即
無
相
）
と
「
⒝
方
便
」（
広
・
有
相
）
に
依
ら
な
け
れ
ば
、
菩
薩
の
法
（
自
利
利
他
）
は
成
就
し
な
い
と
し
、「
⒞
智
慧
」

（
略
）
な
し
で
衆
生
の
為
に
す
る
と
き
は
顛
倒
に
堕
し
、「
⒝
方
便
」（
広
）
な
し
に
法
性
を
感
ず
る
と
き
は
、
実
際
を
証
す
る
と

し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、「
名
義
摂
対
」
の
論
理
と
二
種
法
身
・
広
略
相
入
の
論
理
は
、
共
通
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

　

そ
も
そ
も
、「
名
義
摂
対
」
の
論
理
は
、
菩
薩
の
法
（
智
慧
と
方
便
）
を
明
か
す
論
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
そ
し
て
諸
仏
・
菩

薩
の
二
種
法
身
・
広
略
相
入
は
、
そ
の
〝
菩
薩
の
法
〟
を
体
得
し
た
身
と
し
て
の
、〝
法
身
〟
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
か
ら
、

「
名
義
摂
対
」
の
論
理
に
共
通
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
十
分
に
頷
け
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、「
名
義
摂
対
」
と
同
様
に
、
関
係

概
念
を
「
⒜
無
相
（
慧
）」・「
⒝
有
相
（
智
）」・「
⒞
相
即
無
相
（
智
慧
）」
の
三
種
に
よ
っ
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ゆ
え
に
筆

者
は
、「
法
性
法
身
」・「
方
便
法
身
」
に
つ
い
て
、
曇
鸞
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
用
語
で
は
な
く
、「
法
性
法
身
」
と
は
「
法
性
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ノ
法
身
」
で
あ
り
、「
⒞
法
身
」（
略
）
の
「
⒜
法
性
・
無
相
的
側
面
」
を
い
い
、
ま
た
「
方
便
法
身
」
は
「
方
便
ノ
法
身
」
で
あ

り
、「
⒞
法
身
」（
略
）
の
「
⒝
方
便
・
有
相
的
側
面
」
を
い
う
と
解
す
る
。
ゆ
え
に
、「
⒜
法
性
法
身
」・「
⒝
方
便
法
身
」
と
す

る
の
で
は
な
く
、「
⒜
法
性
」
の
「
⒞
法
身
」（
略
）・「
⒝
方
便
」
の
「
⒞
法
身
」（
略
）
と
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
、『
論

註
』
の
「
名
義
摂
対
」
の
思
想
構
造
と
二
種
法
身
・
広
略
相
入
の
思
想
構
造
を
図
示
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ⅰ『
論
註
』「
名
義
摂
対
」
の
思
想
構
造

ⅱ『
論
註
』
二
種
法
身
・
広
略
の
思
想
構
造

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒜
慧
・
真
諦

般
若

 

〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

 

⒝
智
・
俗
諦

方
便

即

⒝
方
便
・
俗
諦

（
智
）

相  

摂

⒞
相
即
無
相
（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

⒞
相
即
無
相
（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

⒜
無
相

法
性

 

⒝
有
相
・
方
便

二
十
九
種
荘
厳

（
広
） 

即

⒝
有
相

妙
境
界
相

広

相  

入

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）
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結
論

　
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
か
ら
、
曇
鸞
の
「
一
法
句
」（
真
実
智
慧
・
無
為
法
身
）
の
解
釈
を
通
じ
て
、
二
種
法
身
と
広
略
の
〝
関

係
〟
を
論
考
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
下
の
三
点
の
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

一
つ
目
は
、「
法
性
法
身
」（
⒜
無
相
）
＝
「
略
」（
⒞
無
相
即
相
）
で
は
な
く
、「
法
身
」
＝
「
略
」（
⒞
無
相
即
相
）
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
略
・
法
身
」（
⒞
無
相
即
相
）
の
内
に
お
い
て
、
二
種
法
身
、
つ
ま
り
「
法
性
の
法
身
」（
⒜

無
相
）
と
「
方
便
の
法
身
」（
⒝
有
相
）
の
由
生
由
出
・
不
一
不
異
（
相
即
）
の
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。
三
つ
目
は
、
法
性
ノ

法
身
＝
「
慧
」（
⒜
無
相
）、
方
便
ノ
法
身
＝
「
智
」（
⒝
有
相
）、
そ
し
て
、「
略
」・
一
法
句
・
法
身
＝
智
慧
（
⒞
相
即
無
相
）、

ⅰ『
論
註
』「
名
義
摂
対
」
の
思
想
構
造

ⅱ『
論
註
』
二
種
法
身
・
広
略
の
思
想
構
造

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒞
智
慧
・
二
諦
相
即

⒜
慧
・
真
諦

般
若

 

〈
⒜
般
若
・
真
諦
〉 

〈
⒝
方
便
・
俗
諦
〉

 

⒝
智
・
俗
諦

方
便

即

⒝
方
便
・
俗
諦

（
智
）

相  

摂

⒞
相
即
無
相
（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

⒞
相
即
無
相
（
略
・
一
法
句
・
法
身
）

⒜
無
相

法
性

 

⒝
有
相
・
方
便

二
十
九
種
荘
厳

（
広
） 

即

⒝
有
相

妙
境
界
相

広

相  

入

⒜
般
若
・
真
諦
、⒝
方
便
・
俗
諦
、⒞
智
慧
・
二
諦
相
即
）
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「
広
」・
二
十
九
種
荘
厳
＝
方
便
（
⒝
有
相
）
と
配
当
し
て
分
類
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
、「
智
慧
」
と
「
方
便
」
に
依
る
と
い
う

〝
菩
薩
の
法
〟
を
示
す
「
名
義
摂
対
」
の
論
理
は
、
諸
仏
・
菩
薩
の
二
種
法
身
・
広
略
相
入
と
共
通
の
論
理
と
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

以
上
よ
り
、『
論
註
』
に
は
、「
名
義
摂
対
」
の
論
理
の
如
く
、
⒜
無
相
・
⒝
有
相
の
二
種
の
み
で
な
く
、
⒞
無
相
即
相
（
二
諦

相
即
）
の
三
種
の
概
念
関
係
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ゆ
え
に
、
⒜
無
相
と
⒝
有
相
の
二
種
の
み
に
よ
る
「
二
種
法
身
」・「
広
略
」

の
把
握
は
、
不
自
然
な
解
釈
に
陥
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。「
略
＝
法
身
」（
入
第
一
義
諦
・
二
諦
相
即
、
相
即
無
相
）
と
考
察
す
る

こ
と
で
、「
法
性
法
身
＝
略
＝
二
種
法
身
」
と
い
う
不
自
然
な
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ゆ
え
に
曇
鸞
は
、
実
は
論
理

的
に
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
、
整
合
性
を
も
っ
て
「
二
種
法
身
」
と
「
広
略
」
を
説
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う

に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
法
性
法
身
」
の
内
容
が
〝
理
智
不
二
の
理
〟
で
あ
り
、「
略
」
の
内
容
が
〝
理
智
冥
合
〟（
二
種
法

身
）
で
あ
る
と
も
説
明
で
き
る
。
ゆ
え
に
、「
略
＝
法
身
」（
二
種
法
身
）
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
曇
鸞
の
場
合
、「
法

性
法
身
」・「
方
便
法
身
」
の
語
は
、「
法
性
の
法
身
」、「
方
便
の
法
身
」
と
分
離
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
に
明
か
し
た
曇
鸞
の
法
身
説
と
浄
土
荘
厳
の
論
理
は
、
衆
生
救
済
と
い
う
側
面
の
強
調
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

れ
は
、「
広
」（
⒝
方
便
）
に
せ
よ
、「
略
」（
⒞
般
若
・
方
便
）
に
せ
よ
、〝
方
便
〟
を
包
摂
し
て
、「
浄
土
」
を
説
示
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
曇
鸞
に
お
い
て
「
浄
土
」
と
は
、「
土
を
浄
め
る
」（
浄
土（

（（
（

）
は
た
ら
き
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

こ
れ
ま
で
の
研
究
よ
り
も（

（（
（

、
よ
り
一
層
、
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
「
浄
土
」（
広
・
略
）
と
い
う
は
た
ら
き
に

生
ま
れ
て
い
く
、
菩
薩
道
の
実
践
（
自
利
利
他
）
に
お
い
て
、「
智
慧
」
を
獲
得
し
て
い
く
者
を
、「
略
」・「
法
身
」
と
明
か
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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註
（
１
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
三
九
頁
。

（
２
）	
藤
堂
恭
俊
『
無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』（
仏
教
文
化
研
究
所
、
一
九
五
八
年
）
一
一
七
・
一
一
八
頁
、
山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』（
法
蔵
館
、

一
九
六
三
年
）
一
五
三
頁
、
福
原
亮
厳
『
往
生
論
註
の
研
究
』（
永
田
文
昌
堂
、
一
九
七
八
年
）
四
七
〇
頁
、
渡
邊
了
生
「『
浄
土
論
註
』
広
略
相
入

の
論
理
と
道
綽
の
相
土
・
無
相
土
論
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
二
四
、一
九
九
二
年
、
八
八
─
一
一
一
頁
）、
曽
根
宣
雄
「『
論
註
』
に
説
か
れ
る
広

略
相
入
に
つ
い
て
─
藤
堂
恭
俊
博
士
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
〇
一
年
、
六
〇
─
七
二
頁
）
等
。

（
３
）	

山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
一
五
九
頁
、
藤
堂
恭
俊
『
浄
土
仏
教
の
思
想　

第
四
巻
』「
曇
鸞
」（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
一
六
〇
頁
。

（
４
）	「
理
智
不
二
の
理
」
の
立
場
は
、
福
原
亮
厳
氏
・
渡
邊
了
生
氏
の
前
掲
論
文
、
理
智
冥
合
の
立
場
は
、
藤
堂
恭
俊
氏
・
曽
根
宣
雄
氏
の
前
掲
論
文
を

参
照
の
こ
と
。

（
５
）	「『
往
生
論
註
』
に
み
ら
れ
る
「
智
」
と
「
慧
」
の
分
釈
の
意
図
」（『
龍
谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
三
四
集
、
二
〇
一
二
年
、
一
─
一
五

頁
）

（
６
）	

香
月
院
深
励
『
浄
土
論
註
講
義
』（
法
蔵
館
、
一
九
七
三
年
）
六
二
四
頁
。

（
７
）	

同
右
。

（
８
）	

是
山
惠
覺
『
往
生
論
註
講
義
』（
興
教
書
院
、
一
九
五
五
年
）
四
三
六
頁
。

（
９
）	

是
山
惠
覺
『
往
生
論
註
講
義
』
四
三
七
頁
。

（
10
）	

福
原
亮
厳
『
往
生
論
註
の
研
究
』
四
七
〇
頁
。

（
11
）	

山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
一
五
三
頁
。

（
12
）	

そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
早
島
鏡
正
・
大
谷
光
真
共
著
『
浄
土
論
註
』〔
仏
典
講
座　

二
三
〕（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
七
年
、
三
六
六
頁
）
で
は
、

三
厳
二
十
九
種
の
荘
厳
を
広
と
し
清
浄
・
真
実
の
一
法
句
を
略
と
し
て
広
略
相
入
し
て
、
広
略
互
い
に
二
不
二
の
も
の
を
い
う
。
こ
れ
を
修
・

性
、
真
諦
・
俗
諦
、
空
・
有
な
ど
の
語
に
よ
っ
て
示
す
と
、
左
の
ご
と
く
な
ろ
う
。

	

と
示
し
、「
広
略
相
入
」（
二
不
二
）
に
つ
い
て
、

広　

方
便
法
身　

修　

俗
諦　

有　

生
死　

方
便　
　
　
　
　

三
厳
二
十
九
種
の
荘
厳

略　

法
性
法
身　

性　

真
諦　

空　

涅
槃　

真
実
（
清
浄
）　

一
法
句
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と
分
類
し
て
い
る
。
ま
た
、
渡
邊
了
生
氏
は
、「『
浄
土
論
註
』
広
略
相
入
の
論
理
と
道
綽
の
相
土
・
無
相
土
論
」（（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』

二
四
、
一
九
九
二
年
、
八
八
─
一
一
一
頁
）
に
お
い
て
、

「
略
」
で
あ
る
「
一
法
句
（
第
一
義
諦
）」
を
法
性
法
身
に
、「
広
」
で
あ
る
「
三
種
荘
厳
」
を
「
方
便
法
身
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
当
し
、
そ
の

二
法
身
が
、「
由
生
由
出
」
な
る
相
関
関
係
（「
異
而
不
可
分
、
一
而
不
可
同
」
に
あ
る
こ
と
を
述
べ
、「
広
」
と
「
略
」
と
の
〝
相
即
〟
を
論

説
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

	

と
示
し
、

「
法
性
法
身
」
は
第
一
義
諦
い
わ
ゆ
る
〝
理
智
不
二
の
理
〟
と
、
ま
た
「
方
便
法
身
」
は
、
俗
諦
・
相
好
荘
厳
・
衆
生
救
済
の
誓
願
を
顕
示
す

る
顕
現
態
い
わ
ゆ
る
〝
悲
智
不
二
の
悲
〟
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

	

と
述
べ
て
い
る
。

（
13
）	

藤
堂
恭
俊
『
無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』
一
一
七
頁
。

（
14
）	

藤
堂
恭
俊
『
無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』
一
一
八
頁
。

（
15
）	

藤
堂
恭
俊
「
浄
土
教
思
想
の
特
徴
」（『
仏
教
大
学
仏
教
学
会
紀
要
』
第
二
号
、
一
九
九
四
年
）

（
16
）	

曽
根
宣
雄
「『
論
註
』
に
説
か
れ
る
広
略
相
入
に
つ
い
て
─
藤
堂
恭
俊
博
士
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
一
〇
、
二
〇
〇
一

年
）

（
17
）	

同
右
。

（
18
）	

曽
根
宣
雄
稿
「『
往
生
論
註
』
所
説
の
二
身
論
と
『
大
智
度
論
』
所
説
の
二
身
論
に
つ
い
て
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
五
一
号
、
二
〇
〇
七
年
、
二
七

─
三
五
頁
）

（
19
）	『
浄
土
仏
教
の
思
想　

第
四
巻
』・
藤
堂
恭
俊
「
曇
鸞
」（
講
談
社
、
一
九
九
五
年
）
一
六
〇
頁
。

（
20
）	

山
口
益
『
世
親
の
浄
土
論
』
一
五
九
頁
。

（
21
）	

拙
稿
「『
往
生
論
註
』
に
み
ら
れ
る
「
智
」
と
「
慧
」
の
分
釈
の
意
図
」（
前
掲
論
文
）

（
22
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
四
七
頁
。

（
23
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
四
七
─
一
四
八
頁
。

（
24
）	

香
月
院
深
励
『
浄
土
論
註
講
義
』
六
五
九
─
六
六
一
頁
。

（
25
）	『
論
註
』
の
「
障
菩
提
門
」（『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
四
五
─
一
四
六
頁
）
に
お
い
て
、
曇
鸞
は
、「
智
・
慧
」、「
慈
・
悲
」、「
方
・
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便
」
と
分
釈
し
、「
智
・
慈
・
悲
・
方
・
便
」
に
つ
い
て
「
方
便
」
の
内
容
を
明
か
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
点
で
は
、「
智
慧
」「
慈
悲
」「
方

便
」
の
三
種
門
を
「
方
便
」
に
配
当
し
て
理
解
出
来
る
『
論
』
と
同
様
の
説
示
で
あ
る
。
し
か
し
、
曇
鸞
は
、「
慧
」
の
み
は
「
般
若
」
で
あ
る
と

示
し
て
い
る
。

（
26
）	
福
原
亮
厳
『
往
生
論
註
の
研
究
』（
三
三
四
頁
）
に
、「
三
句
は
同
じ
く
略
門
で
あ
っ
て
、
平
等
無
作
を
あ
ら
わ
す
」
と
あ
り
、「
一
法
句
」
＝
「
清

浄
句
」
＝
「
真
実
智
慧
無
為
法
身
」
と
い
う
理
解
は
、
多
く
の
学
者
が
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
二
三
頁
。

（
28
）	

香
月
院
深
励
、
前
掲
書
、
五
三
九
頁
。
藤
堂
恭
俊
、
前
掲
書
、
一
一
五
頁
。
渡
邊
了
生
、
前
掲
論
文
参
照
。

（
29
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
三
八
頁
。

（
30
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
四
〇
頁
。

（
31
）	

福
原
亮
厳
、
前
掲
書
、
三
三
四
頁
。

（
32
）	

深
励
は
、「
無
為
法
身
」
と
云
ふ
は
本
有
の
法
性
法
身
の
事
也
」（『
浄
土
論
註
講
義
』、
六
二
九
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
武
田
龍
精
氏
は
、

「
曇
鸞
は
次
に
「
法
性
は
寂
滅
な
る
が
故
に
、
法
身
は
無
相
な
り
」
と
釈
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
判
断
す
る
と
、「
法
性
身
」
は
「
法
性
法
身
」
と

同
義
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」（
武
田
龍
精
「
中
国
浄
土
三
祖
の
比
較
思
想
研
究
（
一
）」『
龍
谷
大
学
論
集
』
四
五
一
号
、
一
九
九
八

年
、
一
〇
四
─
一
五
八
頁
）
と
示
し
て
い
る
。

（
33
）	『
浄
土
真
宗
聖
典
七
祖
篇
』
註
釈
版
・
一
三
九
頁
。

（
34
）	 

「
法
の
名
」
に
つ
い
て
、
深
励
は
、「「
統
以
二
法
名
一
」
と
は
こ
れ
は
統
以
二
一
法
句
名
一
と
云
ふ
筈
な
れ
ど
も
一
法
句
の
三
字
の
中
で
法
の
字

が
正
し
く
真
如
法
性
の
体
を
呼
ぶ
文
字
ぢ
や
に
よ
り
て
法
の
名
と
の
給
ふ
。（
前
掲
書
、
六
二
四
頁
）」
と
示
し
て
い
る
。

（
35
）	

藤
田
宏
達
氏
は
、『
原
始
浄
土
思
想
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
、
五
〇
八
頁
）
の
中
で
、
漢
訳
の
「
浄
土
」
と
は
、「
土
を
浄
め
る
」
こ

と
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、

「
土
を
浄
め
る
」
と
は
何
か
と
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
浄
仏
国
土
の
思
想
が
、
そ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
浄
仏
国
土
と
は
、、
大
乗
の
菩
薩
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
未
来
に
仏
と
な
る
と
き
、
自
己
の
出
現
す
べ
き
国
土
を
清
浄
化
す
る
こ
と
を
い
う
。
国
土
を
清
浄
化
す
る
と
い
う
の
は
、
そ

の
国
土
を
形
づ
く
っ
て
い
る
衆
生
を
安
穏
に
清
浄
の
道
に
入
ら
し
め
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
仏
道
を
完
成
せ
し
め
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
大
乗
菩
薩
の
自
利
利
他
の
志
願
を
達
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
菩
薩
道
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
は
大
乗
仏
教
の
根
本
精
神
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。（
同
書
、
五
〇
九
頁
）
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と
示
し
て
い
る
。
同
様
の
考
察
が
、『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
、
三
八
五
頁
）
に
も
あ
る
。

（
36
）	

例
え
ば
、
山
口
益
氏
は
、
曇
鸞
に
お
け
る
浄
土
へ
生
ず
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
浄
土
へ
の
生
は
、
前
に
い
う
龍
樹
の
浄
土
思
想
で
の
「
空
義
の
境
地

に
入
る
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
せ
ら
れ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
空
義
の
境
地
と
は
、
戯
論
寂
滅
の
彼
方
（
空
性
→
空
用
→
）
に
世
間
的
実

用
と
し
て
能
所
が
設
定
せ
ら
れ
・
仮
設
せ
ら
れ
て
あ
る
世
界
で
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、
生
じ
な
が
ら
実
体
と
し
て
の
生
は
そ

こ
で
は
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
生
そ
の
ま
ま
が
不
生
な
の
で
あ
る
。」（
前
掲
書
、
六
五
─
六
六
頁
）
と
示
し
て
い
る
。

−78−


